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日本の水産業は、季節折々の多様な水産物を生産する重要な役割を担っている一方で、漁獲量の減
少、就業者の高齢化、アナログな作業による業務効率の低下などの多くの問題に直面している。特に
漁業協同組合に併設されている産地魚類市場では近年、人手不足が深刻化しており、このままでは産
地市場の機能が低下して、わたしたちの食卓から国産魚がなくなってしまう恐れがある。
そこで本事業では、AIやIoTの技術を活用し、産地魚類市場に水揚げされた魚の情報収集をデジタル

管理する「水産物情報プラットフォーム」を構築し、水産資源の管理精度を高めるとともに、適正な産地
価格の形成、販路拡大につなげることで、地域経済や水産業の持続可能な発展に貢献する。

人手不足が深刻化している産地魚類市場において、業務の省力化を実現するために、AIスマート計
量システムの性能を向上させ、実際の業務における有用性を検証する。

さらに、システムの高度化として、魚体のデジタル画像を用いて、鮮度や脂の乗り具合といった品質
データを非接触で推定する技術の開発にも取り組む。これにより、水産物の高付加価値化を図るととも
に、将来的なリモート入札の実現可能性についても評価する。

鹿児島県・高山漁業協同組合において、スマート計量システムを導入した。計量器の上に漁獲物を置
いてタブレットにタッチするだけで、水揚げ伝票（生産者、漁法、魚種名、重量、尾数、１尾あたりの重量
など）がデジタルデータで自動生成され、漁協職員は従来の紙伝票に記入する必要がなくなった。水揚
げ物の入札結果（水揚げ順の番号、販売価格、販売先）について、漁協職員が場内アナウンスする音
声をAIでデジタルデータに変換し、既存の会計システムに自動入力する機能を開発した。
これらのシステムにより、紙伝票の記録、パソコンへのデータ入力がなくなり、約3時間の省力化効果
がみられた。
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